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１００年ぶりに奉納復活

神楽伝承は師匠への恩返し
　前回「熱田神楽は約１９００年近い伝統があり、熱田神
宮でも古くから奉納されていました」と書きましたが、実は
明治初期以降、大正、昭和まで約１００年にわたって、熱
田神宮で奉納されない時代がありました。
　日本には昔から神仏混交を良とする考え方がありまし
たが、明治以降、神仏分離の方向に進む中、神社では寺
院とは一線を画すべく格式が重んじられるようになりまし
た。熱田神宮でも明治初期
からは奉納には宮廷神楽
の雅楽が用いられるように
なり、熱田神楽は奉納され
なくなってしまったのです。
　熱田神楽保存会会長の
石川来民造さんも「熱田神
楽の熱田神宮での奉納復
活は先代の荒川関三郎師
匠、先々代の加藤鎌吉師匠

からの願いでした。『昭和１１年の熱田神宮式年遷宮の
時も御垣内参拝はさせてもらいましたが奉納は叶いませ
んでした』と荒川師匠から聞いています」と語っています。
　石川さんが熱田神楽と出会ったのは、中学３年の時で
す。荒川師匠のもとに弟子入り。毎晩練習に通い、一節一
節覚えていったといいます。ところが昭和４６年、石川さん
が２０歳の時、荒川師匠が急死。周りの長老連中から後
継者に指名され、熱田神楽を継承しましたが、その後も熱
田神楽が熱田神宮で奉納されることはありませんでした。
　時は流れ平成へ。歴史は突然動きます。石川師匠が
熱田神宮の岡本健二宮司と歓談している時、「正統な熱
田神楽を奉納してほしい」と直々に要請されたのです。奉
納の日程は、天皇誕生日が変更されたことでみどりの日に
なった４月２９日に決定しました。
　そして、平成元年４月２９日。熱田神楽が約１００年ぶり
に熱田神宮の境内に響きわたります。その日は熱田神楽
保存会が発足された日でもありました。
　石川会長は「熱田神楽伝承は師匠への恩返しです。
これからも心を伝えていきたい」と伝承への思いを語ります。

●「ＳＨＩＮＷＡ ＷＡＬＫ～伝説そぞろ歩き」は、「ギリシャ神話と日本神話のハイブリッド」という手法で、郷土の神話、伝説、民話の足跡をたどるロマン紀行です。新しい伝説の世界をお楽しみください。

ゼウスの作戦が奏効し復活

そこにはつながりの絆が
　ギリシャ神話にも復活物語があります。宇宙の主となっ
たクロノスは妹のレアと結婚し、子宝に恵まれます。後に炉
の女神となるヘスティア、後に穀物の女神となるデメテル、
後にゼウスの妃となるヘラ、後に冥界の神となるハデス、
後に海の神となるポセイドンです。ところが、クロノスは、こ
れらの子供たちを、生まれるとすぐに妻から取り上げ、飲
みこんでしまったのです。
　なぜなら、両親であるウラノスとガイアから、「お前は自ら
の息子によって王位を奪われるだろう」と予言されていた
からです。子供が生まれてもすぐに飲みこんでしまうこと
で、自分の運命を変えようとしたのです。

　このままでは自分の子供の成長が見られないことを残
念に思ったレアは、ウラノスとガイアに相談します。そして
教えに従って、夜の間にクレタ島に行き、こっそりお産をし
て、生まれた赤ちゃんをガイアに預けました。この赤ちゃん
こそがゼウスです。そして大急ぎでクロノスのもとに帰り、
大きな石を産着に包んでクロノスに渡したのです。クロノ
スはその石をてっきり本当の赤ん坊だと思いこんで、飲み
こみました。
　ゼウスはクレタ島ですくすくと成長し、ガイアの教えに従
って、クロノスのお腹に飲みこまれている兄や姉たちを助
け出すために、知恵の女神・メティスに協力を求めました。
彼女はゼウスの相談を聞き入れ、知恵をうまく使ってクロノ
スに吐き薬を飲ませることに成功。クロノスは口から最初
にゼウスの身代わり石を吐き出し、それから兄や姉たちを
次々に吐き出しました。こうして彼らは父のお腹から出た
ことで、復活を果たし、二度目の誕生をしたのです。
　１００年の時を経てよみがえった熱田神宮での熱田神
楽奉納。そして、ゼウスの作戦が功を奏し父クロノスのお
腹から脱出して復活したゼウスの兄と姉たち。どちらもそ
こには復活を願うキーパーソンの強い信念とつながりの
絆が存在していました。

※次回は、七所神社伝説について特集します。
　お楽しみに。

■ 写真／Ｋｉｙｏｓｈｉ Ｋ　■ イラスト／Ｒｅｉ　■ 取材・文／Ｉｃａｒｕｓ

熱田神楽伝説２（奉納復活エピソード）

き　み  ぞう

熱田神楽保存会の会長であり
師匠でもある石川来民造さん。
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